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　昨年はコ
ロナ禍にお
いても海外
経済の改善
やワクチン

接種普及等によ
り、国内の景気
動向は持ち直し
の動きが続いて
はいたものの、年
末に向けて円
安・物価上昇に

加え新たな変異コロナ株の世界的拡散
により、景気回復に影を落とし先行き不
透明感が増した状況となりました。さら
に、本年も国内外を問わずコロナ禍の市
場環境への影響は当面続くものと思われ
ます。昨年は「新たな日常」への対応が当
業界内においても進んでおり、本年はさら
なる市況回復への期待は高まっているも
のの、業界全体としては本年も厳しい状
況は続くものと考えております。

　この様な市場環境の中、日本ジュエ

リー協会としましては、「消費者信頼の向
上」「人材育成」及び「業界活性化」の3項
目を重点施策として市場環境の改善に少
しでも貢献できるよう取り組んでいきます。
　まず消費者信頼の向上策ですが、情
報開示並びに消費者への啓発活動を推
進していくことによる業界活性化の基盤
づくりに寄与していきます。次に人材育成
策ですが、若年層を中心とした技能者の
育成支援をさらに充実していくこと、及び
ジュエリー産業の健全な発展と消費者
の利益に資することを目的としたジュエ

リーコーディーネーター資格制度の充
実・拡大により、ジュエリー業界の基盤拡
充を図っていきます。最後に業界活性化
策につきましては、国内外における業界
活性化に向けた展示会事業の充実と公
式インスタグラムを活用した業界情報の
国内市場への発信力の強化、さらに、
NIPPONの真珠・アコヤ真珠の販売促
進として他団体と
の連携企画の充
実、並びに、ブライ
ダルに特化した天
然ダイヤモンドの
広報活動を推進し
ていくことにより、

持続的な事業活動として業界活性化に
寄与できるよう取り組んでいきます。
　以上、コロナ禍の状況が混沌としてお
り、経済への悪影響も懸念されている中、
業界活性化に向けた上記施策を地道
に、尚且つ確実に推進して参ります。皆様
のご支援ご協力の程、よろしくお願い申し
上げます。

全日本時計宝飾眼鏡小売協同組合
理事長

大西　勝一

　ジョウ･ジャパン組合員の皆様、関係
業界の皆様、謹んで新年のお慶びを申し
上げます。
　昨年もコロナの影響によって、商売も日
常生活も大きく変化せざるを得ない一年
となったことと思います。日本ではコロナは
治まりつつありますが、世界的には新たな
変異種であるオミクロン株が感染拡大の
傾向をみせており、日本もまだまだ予断を
許しません。しかしながら、諦めたり落ち
込んでいるのではなく前向きに積極的に
商売も日常生活もしていくことが大切だと
考えます。経済は本当に厳しい状況では
ありますが、昨年一年を見ても感染拡大
により中止せざるを得ない集客催事や店
頭販促もあったと思います。しかしなが
ら、積極的に攻めの商売をしているお店
が売り上げを落とさず、また逆に前年より
売り上げを伸ばしているお店もあります。
国の状況も少しずつ変わりつつあるよう
ですが、昨年の自民党総裁選を見ても四
人の候補の中で緊縮財政を掲げた人は
ひとりもいませんでした。財政破綻の嘘が
少しずつ国民に理解されていますが、これ
を踏まえてコロナ後の日本の経済の建て
直しには積極的な財政出動、そして消費
税の廃止を強く期待したいと思います。
　私どもの組合員店は全国のそれぞれ
の地域に密着したお店の集まりです。地
域の人 も々コロナ禍で行動が制限される
中で、地元のお店の大切さを実感してい

る消費者が増えています。この
コロナ禍では県もまたげない、イ
ベントにも行けないなど行動範
囲が制限されました。また、この

コロナをきっかけに廃業したお店も多く
あります。必要なものを買おうと思い地元
を見直してみると以前あったお店がなく
なっているなど、いざという時に役に立ち
相談できる地元の商店や地元企業がい
かに大切かということを地域の人々があ
らためて考える機会にもなったようです。
　今、私たちがやるべきことは地域のお
客様との絆を深め、信頼関係をさらに強
め、地元の小売業としての役割を今一度
考え、地元に密着した商いをすることが
大切だと思います。地域の生活文化と伝
統の継承を大切にし、地域密着という強
みを生かしてあらたな挑戦をしていかな
ければなりません。組合といたしまして
は、組合員の皆様のご意見やお知恵をい
ただきながらご協力をお願い申し上げ、と
もに前進して参りたいと存じます。
　令和４年は60年周期で訪れる壬虎（み
ずのえとら）にあたる年となります。壬（み
ずのえ）とは、ゆったりとしたカーブを描く
流れる大河を表し、寅は決断を表し、二つ
が合わさって安定や落ち着きを持ちなが
らもはっきりと決断できる年といわれてい
ます。コロナ感染症の拡大を心配する声
が多くありますが、心にゆとりを持ち、おお
らかに物事を見定め冷静さを失わず行動
できる一年になることを願っています。
　末筆とはなりましたが、業界の皆様の
一層のご繁栄とご健勝をご祈念し、年頭
の挨拶とさせていただきます。

地域密着の新たな挑戦

一般社団法人日本時計協会
会長

内藤　昭男

　昨年の当会の事業活動を振り返りますと、
一昨年に続いてのコロナ禍での活動となり、
とりわけ東京都においては年間の約半分が
緊急事態宣言下という異常な状態でした。
　そのような状況下、基幹事業のひとつで
ある技術標準化関連では、隔年で開催さ
れるISO国際会議が中国、欧州、日本をリ
モートで結ぶバーチャル会議として開催さ
れました。当協会委員会における入念な準
備もあり、各審議テーマにおいて日本の提
案内容をISO規格開発に反映させるよう
取り組むことができました。国内においても
耐磁携帯時計について今年度中の改正作
業を計画通り進めることができました。
　次世代育成推進事業では、コロナ禍での
制約を受けつつも第59回技能五輪全国大
会の「時計修理職種」に参加する若手技能者
への積極的な指導、支援を実施致しました。
　また、2017年より開始した東北被災地復
興支援としての時計組立教室についても、
講師陣の体調管理をはじめPCR検査も実施し
て臨む等の万全の対策を施し、今年も被災地
の小学生や地域住民の方々を対象にウオッチ、
クロック組立教室を開催し、大変好評でした。
　知的財産権関連では、隔年開催の知財権
会議を中国時計協会との間でリモートにて開
催し、侵害の状況と保護に向けた対応につい
て最新の情報と今後の課題を共有し、日中双
方の協力体制を確認することができました。
　本年も、技術標準化事業としてISO時計専
門委員会での国際規格制定・改正作業での
積極的に提案し日本のプレゼンスを高めてい
く所存です。
　また、コロナ禍で開催が延期されている国際
交流事業への参画や日本とフランス両国の成
績優秀な若者を対象にした「日仏交流技能競
技会」開催準備を進めてまいります。同時に産学

共同プログラムや被災地復興支援における
時計組立教室の開催などの社会貢献活動
にも引き続き積極的に取り組む計画です。
　さて、昨年の世界経済は、新型コロナウ
イルス感染症の影響が継続しているもの
の、一定の回復が見られました。但し、一部
の国では活動制限が再強化される事態と
なり、コロナ感染の再拡大が懸念されま
す。国内経済においては、外需の増加によ
る製造面での改善は見られるものの、度重
なる緊急事態宣言の発令もありサービス
消費面を中心に、下押し圧力が依然として
強い状況でした。
　このような内外の経済情勢の中で、我が
国の時計産業は、協会統計によりますと、
昨年のウオッチ完成品販売は、緊急事態
宣言時における活動制限の影響もあって
一昨年の販売水準からは2割近い減少と
なる見込みですが、中国、欧米を中心にし
た回復傾向を反映して、前年比数量で

116％、金額で111％と前年を上回る見込み
です。また、クロック完成品は前年比数量、金
額ともに104％となる見込みです。

　依然再拡大の懸念がぬぐいきれない新型
コロナウイルス感染症については、今後はワク
チン接種を中心に、より適切な対応がとられて
いくものと期待したいところです。
　コロナ感染以外でも原油高騰、中国電力不
足等、製造を取り巻く環境は予断を許さない
厳しいものが予想されますが、各会員企業で
は、製造面での対応とともに、オンライン販売
の拡充も含めた流通強化を図りながら、革新
的な技術開発や日本の伝統工芸などに裏づ
けられた付加価値の高い商品の投入と顧客
視点に立ったサービスを提供し、ブランド戦略
の強化にさらに一層力を注いでまいります。
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　昨年はおかげ様で第60版となる時計
ブランド年鑑を発刊することができ、
CWC（ウオッチコーディネーター資格検
定制度）は第10期、上級CWCは第5期
の試験と認定を行い、現在それぞれ
2476名と283名の会員登録があり、本
年4月の認定時には合計3000名を超え
る見通しです。また、ＣＷＣが最もお客様
や友人にお勧めしたい時計を選んで頂く
形に変えての開催となって５回目となる
IWY（インポート・ウオッチ・オブ・ザ・イ
ヤー）も、過去最多の投票を頂いた中で
メンズ部門グランプリはロレックスのエク
スプローラー、レディース部門グランプリ
はカルティエのタンクマスト、一番輝いて
いるブランド賞には、メンズ部門と同じく
ロレックスを選出致しました。
　こちらも恒例となりました6月10日時
の記念日チャリティオークションでは、親
を亡くされたか親が何等かの事情で働く
ことのできない子供たちの学びを支援す
る「あしなが育英会」様に100万円を超
える支援金をお贈りすることができまし
た。輸入時計は、「必需品」というよりは
「ぜいたく品」としての側面がより強く、
「ぜいたく品」のビジネスは、未来に希望
を持つ人が社会に数多く存在することで
成り立つものであり、引き続き未来に希

望を持つことのできる人を増や
す活動を微力ながら支援して参
りたいと存じます。
　さて、コロナ禍により私たちを
取り巻く環境のあらゆる面に変
化が生じ、とりわけ商いの場がリ
アルからデジタルへと移って行く
流れと、その流れを受けて働き手
として未来を担う若者たちから店
舗での販売の仕事が将来無くな
る仕事と認識されつつあることに
危機感を覚えております。たしか
に一般的な商品の販売は徐々に
デジタルに移って行っております
が、輸入時計の販売がすべてデ
ジタルに置き換わることはあり得
ず、顧客にとって、販売員を介し
たリアル店舗での購入体験は、

今後より希少なものとなり、店舗での購
入体験への期待値はより高いものになっ
ていくと思われます。この高くなる顧客の
期待に応えて行くことのできる時計販売
のプロフェッショナルを「憧れの職業」と
して今後この業界に集め、育てて行くこ
とは、そのままこの業界の健全な発展に
つながるはずで、ＣＷＣ制度のような一
企業では実現できない、協会だからこそ
実現できる人財育成の仕組みを進化さ
せると共に、ＤＸの流れを踏まえた新し
いアプローチも今後検討して参ります。
　昨年は2年に一度の役員改選期を迎
えるにあたり、役員会のダイバーシティ推
進を目的とし、新たに外部理事1名を含
む女性理事2名、外国籍理事1名に加
わって頂きました。他にも期せずして役員
の交代が複数あったこともあり、役員の
約半数が新任という新しい理事会にて
活発な議論を展開し、会員・賛助会員の
皆様との議論も重ねながら、業界の健全
な発展に資する活動を展開して参りたい
と存じます。

一般社団法人日本ジュエリー協会
会長

小山　藤太
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一般社団法人 日本時計輸入協会
理事長

堀田　峰明

消費者信頼、人材育成、業界活性化の重点施策
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